
平成３０年度

９月補正予算(案)のポイント

平成30年9月3日
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平成３０年度９月補正予算（案）　　53億6,563万円（一般会計　26億4,918万円）

「安心・安全」、「地方創生」の２つをキーワードに予算を編成

(単位：千円)

区分
平成３０年度

９月補正予算額
平成２９年度

９月補正予算額
増減額 増減率（％）

一般会計 2,649,181 2,099,440 549,741 26.2

特別会計 2,569,611 2,391,815 177,796 7.4

企業会計 146,841 － 146,841 皆増

合計 5,365,633 4,491,255 874,378 19.5

※一千万円未満は四捨五入。

　特別会計の補正予算規模は約２５億７千万円。主な内容は、国民健康保険事業会計で償還金、予備費
等を約１３億７千万円、介護保険事業会計で償還金、積立金を約１１億８千万円、後期高齢者医療事業会
計で納付金、還付金を約２千万円計上。

　企業会計の補正予算規模は約１億５千万円。内容は、水道事業会計でブロック塀の撤去等に要する経
費を計上。

　一般財源としては、主に地方交付税、臨時財政対策債、平成２９年度の決算剰余金（繰越金）を財源とした。

　特定財源としては、主に木造住宅耐震補強事業等に伴う国県支出金などを活用。

平成３０年度９月補正予算(案)のポイント

　一般会計の補正予算規模は約２６億５千万円。うち、財政調整基金積立金を２３億円計上。

１ 予算(案)の規模

２ 予算(案)の財源
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一般会計９月補正予算額の推移（単位：億円）
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352,958 千円
（内訳）一般会計　　 ：206,117千円

　　　　　（債務負担行為　2,920,000千円）
　　　　水道事業会計：146,841千円

①　小中学校へのエアコン設置 28,794 千円

（単位：千円）

金額

1 28,794

　近年の夏場の気温上昇から児童生徒の健康を守り、また学習環境を改善するため、2019～
2021年度に小中学校普通教室全室にエアコンを設置。

事業名 主な概要

小中学校校舎エアコン
設置事業

小中学校普通教室全室のエアコン設置に向け、小学校分
の設計を実施
・小学校
　　設置箇所       86校　普通教室1,286教室
　　スケジュール　2018年度設計（９月補正）
　　　　　　　　　　　 2019～2020年度整備（予定）
・中学校
　　設置箇所       39校　普通教室538教室
　　スケジュール　2019年度設計（予定）
　　　　　　　　　　　 2020～2021年度整備（予定）

※施設一体型小中一貫校の中学校は小学校に含む

(Ａ) 安心・安全

３ 主要事業のポイント

受変電設備
（キュービクル）室

外

機

室

外

機

室

外

機

教室内のイメージ

小中学校エアコン設置 イメージ図
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②　ブロック塀対策 316,012 千円
（内訳）一般会計　　 ：169,171千円

　　　　水道事業会計：146,841千円

（単位：千円）

金額

1 295,222

2 20,790

事業名 主な概要

　大阪北部地震におけるブロック塀等倒壊事故を受け、全ての市有施設における危険・不適合
なブロック塀の撤去等のほか、民間ブロック塀の撤去等に対する助成。

市有施設ブロック塀
撤去等事業

全ての市有施設における、傾き、ひび割れなどにより地
震発生時に倒壊の恐れのある危険ブロック塀や、県の点
検・改善基準に満たない不適合ブロック塀の撤去等
　　　　　　　　　　　　　　　　 一般会計　　　　148,381千円
　　　　　　　　　　　　　　　　 水道事業会計　146,841千円
　ブロック塀撤去、目隠し・メッシュフェンス等設置
　　一般会計　　　88か所（危険55か所、不適合33か所）
　　水道事業会計67か所（危険38か所、不適合29か所）

民間ブロック塀等耐震改修
事業費助成
（財源：国庫補助金1/2）

地震発生時に倒壊または転倒の危険性のある民間ブ
ロック塀の撤去費等に対する助成
・助成額
　　ブロック塀撤去等に要する費用と基準額（8,900円/ｍ）
　　を比較し、少ない額の1/2（上限額10万円）

・助成件数　　（当初見込み）　　　（現在見込み）
　　　　　　　　　　　　95件　　　　→　　　 425件

危険なブロック塀の例（ひび割れあり）

不適合ブロック塀の例（高さが2.0ｍを超過）

【危険】
塀の傾き、ひび割れがある など

【不適合】
塀の高さが2.0ｍを超過、控壁が3.2ｍ以下ごとに
設置されていない、鉄筋が入っていない、
コンクリート基礎がない など

-3-



③　その他 8,152 千円
　　　　　（債務負担行為　2,920,000千円）

（単位：千円）

金額

1 62,750

2 3,032

3 △ 57,630

4 －

主な概要

＜債務負担行為＞
（県）入江富士見線桜橋
架替事業

老朽化した（県）入江富士見線の桜橋の架替
・東海道本線跨線部（清水区桜橋町外）
　（債務負担行為　2019～2024年度　2,230,000千円）
・静岡鉄道静岡清水線跨線部（清水区春日一丁目外）
　（債務負担行為　2019～2024年度　610,000千円）
・（県）入江富士見線取合道路工
　（債務負担行為　2019年度　80,000千円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金額計　2,920,000千円）

木造住宅耐震補強
事業費助成
（財源：国庫補助金　1/2、
　　　　 県補助金10/10）

木造住宅の耐震補強に対する助成
・助成額
　　一般世帯　　　　　　　　　　　　　　 　 60万円
　　一般世帯（耐震評点0.4未満）　　   75万円
　　高齢者等世帯　　　　　　　　　　　 　 80万円
　　高齢者等世帯（耐震評点0.4未満） 95万円

・助成件数 　（6月補正後見込み）　　　（現在見込み）
　　　　　　　　　　　　　150件 　　　　→　　 　  230件

防災必需品備蓄事業
（財源：県補助金1/3）

平成30年7月豪雨における被災地（倉敷市）への緊急物
資支援に伴う備蓄品の補充
　アルファ化米6,000食、毛布2,000枚の購入

常備消防庁舎施設
整備事業
（財源：市債）

災害拠点施設である千代田消防署の耐震性能を確保す
るため、同施設の大規模改修工事を先送りし、耐震補強
工事に係る構造保全実施計画策定業務等を実施
・大規模改修工事　　　　　　　　　　　　　 　　△67,000千円
　　事業期間　　（当初）　　　　　　　　　（補正後）
　　　　　　　　2018～2019年度　→　2019～2020年度
・構造保全実施計画策定業務　　　　　  　　　　5,130千円
・構造保全詳細設計業務　　　　　　　　　　　　　4,240千円

事業名

　市民の安心・安全対策として、木造住宅耐震補強事業費助成や老朽化した（県）入江富士見
線の桜橋の架替等を実施。

-4-



木造住宅の耐震補強工事

（県）入江富士見線 桜橋防災備蓄品の例（アルファ化米、毛布）

補強前 補強後補強中
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61,524 千円

金額

2 17,000

3 1,667

清水駅東口クライミング場
改修事業

清水駅東口クライミング場のクライミングウォールについてオリン
ピックの競技基準を満たす施設に改修
・改修内容　 パネルの全交換
　　　　　　　   ホールドの大きさ変更　150㎜→300㎜
　　　　　 　 　 ハリボテの設置　　       ０個  →  ６個

環駿河湾観光交流活性化
協議会負担金

環駿河湾地域の魅力発信と周遊観光の促進
総事業費　5,000千円（静岡県、静岡市、伊豆２市３町で負担）
内容　環駿河湾観光交流活性化協議会が実施する広報事業など
　　　　に対する負担金

　本年５月の2018国連ニューヨーク本部SDGs推進会議で本市の普及啓発の取組が評価され、７月の
ハイレベル政治フォーラムにてアジア初「SDGsハブ都市※」に位置付けられた。これを好機にSDGｓ普
及啓発をさらに推進。
※世界各地域のＳＤＧｓ推進をけん引する都市（カナダ トロントなど13都市）

２　東京ガールズコレクション連携事業　　　　　　　26,458千円
　東京ガールズコレクション（ＴＧＣ）のコンテンツ力、発信力、企画
力を活用し、ＴＧＣの観客も含め多くの女性・若者を会場に誘導し
ＳＤＧｓを周知
期日　平成31年1月12日（ＴＧＣと同日開催）
内容　①大学、企業等がＳＤＧｓ紹介ブースを設置
　　　　②パブリックビューイングによるＴＧＣ生中継（調整中）
　　　　③ＴＧＣモデルによるＳＤＧｓの取組紹介（調整中）   　など
場所　ツインメッセ南館（ＴＧＣ会場（ツインメッセ北館）に隣接）

　クライミング競技が東京2020オリンピック競技大会から競技種目となり注目されていることから、清水
駅東口クライミング場のクライミングウォールについてオリンピックの競技基準を満たす施設に改修。

　本年５月に事業撤退を表明した「駿河湾フェリー」の航路存続に向けた利用拡大を図るため、環駿河
湾地域の魅力発信と周遊観光の促進。

1 42,857

（単位：千円）

SDGｓ推進事業
（財源：諸収入）

事業名 主な概要

１　SDGｓ推進ウィーク事業　　　　　　　　　　　　　　16,399千円
SDGｓの認知度が特に低い女性や若者を主な対象として、ジェン
ダー平等や環境・資源問題など地球規模の課題解決に取り組む
必要性を普及啓発するイベント等を実施
期間　成人式から東京ガールズコレクション開催日までの間
　　　　（平成31年1月3日～12日）
内容　①ＳＤＧｓをテーマとした演技、ダンス等パフォーマンス
　　　　②パネル展やプロジェクションマッピングによるＳＤＧｓ広報
　　　　　 動画等の映写
　　　　③ＳＤＧｓをテーマとしたキッズダンス公演
　　　　④楽しみながらＳＤＧｓの本質を理解するカードゲーム大会
　　　　⑤持続可能なまち・社会のために自分ができることを話し合
            う中・高・大学生によるワークショップ        　　　　　など
場所　市内一円（①）
　　　　市役所静岡庁舎、清水庁舎、駿河区役所、静岡駅北口地
　　　　下広場（②）
　　　　調整中（③、④、⑤）

(Ｂ) 地方創生

-6-



東京ガールズコレクションの様子（横浜アリーナ3/31）
マイナビ presents TOKYO GIRLS COLLECTION 2018 S/S

ツインメッセ南館ブース（イメージ）
（TGC TOYAMA 2018（7/21） 富山県ブース）

駿河湾フェリー

清水駅東口クライミング場（現況）

ホールドの
大きさ変更

（150㎜→300㎜）

パネルの
全交換

ハリボテの設置
（6個）

ＳＤＧｓカードゲーム大会（イメージ）ＳＤＧｓをテーマとしたダンス（イメージ）
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